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岐
阜
県
恵
那
市
上
矢
作
町
に
は
、
恵
那
山
に

位
置
す
る
ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然
観
察
教
育
林
（
上

村
恵
那
国
有
林
一
〇
八
六
林
班
）
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
こ
は
、
東
濃
森
林
管
理
署
上
矢
作
森
林
事

務
所
管
内
で
、
か
つ
て
の
恵
那
山
周
辺
は
、
ブ

ナ
、
モ
ミ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
原
生
林
に
覆
わ
れ

て
い
た
も
の
で
し
た
が
、
戦
後
の
復
旧
用
資
材

と
し
て
伐
採
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
林
相
は
変
化

し
、
次
第
に
消
え
ゆ
く
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

温
暖
化
や
自
然
環
境
問
題
が
問
わ
れ
る
中
で
、

希
少
で
貴
重
な
原
生
林
の
も
つ
今
日
的
な
価
値

に
目
を
向
け
、
平
成
六
年
、
町
の
関
係
者
と
東

濃
森
林
管
理
署
（
旧
中
津
川
営
林
署
）
が
次
代

に
残
す
べ
く
、
共
通
の
認
識
と
協
力
に
よ
り
約

一
〇
㌶
の
区
域
を
自
然
観
察
教
育
林
と
し
て
残

す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
地
元
有
志
で

作
る
国
有
林
「
ア
ラ
イ
ダ
シ
自
然
観
察
教
育

林
」
を
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
が
林
内
の
歩
道
の

整
備
・
修
繕
な
ど
基
盤
整
備
を
進
め
て
お
り
、

親
子
行
事
、
教
員
の
研
修
、
団
体
の
視
察
な
ど

の
見
学
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。
自

然
観
察
教
育
林
は
、
恵
那
山
地

の
北
東
端
、
恵
那
山
の
南
に
続

く
山
頂
緩
斜
面
付
近
、
約
一
、

一
〇
〇
㍍
の
山
地
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
地
質
は
伊
奈
川
花
崗

岩
と
い
う
風
化
し
た
マ
サ
土
に

覆
わ
れ
酸
性
の
土
壌
形
成
の
基

と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
降
水

量
は
二
、〇
〇
〇
㍉
㍍
を
超
え
、

こ
こ
か
ら
流
れ
出
す
水
は
上
矢

作
町
を
経
て
愛
知
県
に
入
り
三

河
湾
ま
で
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
森
で
ひ
と
き
わ
目
立
つ
の

は
端
正
な
形
を
し
た
モ
ミ
で
す
。

季
節
風
や
降
雪
の
影
響
か
ら
先

端
が
曲
が
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
、

サ
ワ
ラ
、
ヒ
ノ
キ
、
コ
メ
ツ
ガ

と
共
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
広
葉
樹
で
は
、
山

地
帯
の
代
表
的
な
ブ
ナ
が
北
側
に
ま
と
ま
っ
て

生
育
し
て
お
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
メ
、
ミ
ズ

キ
、
イ
ヌ
シ
デ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
の
落
葉
広

葉
樹
が
広
く
見
ら
れ
ま
す
。
林
内
の
見
ど
こ
ろ

と
し
て
、
異
な
る
樹
木
が
根
元
な
ど
で
一
体
に

な
っ
た
共
生
木
や
、
倒
木
の
幹
や
そ
の
株
の
上

に
実
生
し
そ
の
ま
ま
根
を
張
り
成
長
し
た
木
な

ど
が
見
ら
れ
、
隣
接
し
た
池
に
は
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
な
ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

五
感
を
生
か
し
目
で
見
る
、
触
れ
て
み
る
、

に
お
い
を
嗅
ぐ
、
音
を
聞
く
な
ど
、
落
ち
葉
を

踏
み
し
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
観
察
す
る
と
今
ま

で
見
え
な
か
っ
た
何
か
が
発
見
で
き
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
自
然
観
察
教
育
林
が
生
き
た
自
然
科

学
の
学
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
よ
り
広
く
多

く
の
人
た
ち
が
森
林
や
自
然
環
境
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
場
と
し
て
、
更
に
、
訪
れ
た
人
た
ち

の
活
力
や
健
康
増
進
に
繋
が
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
足
を
運
ば
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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